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１.背景 

本町の汚水処理事業については、平成２７年度に「壬生町生活排水処理構想」を策

定し、公共下水道（流域関連下水道、単独公共下水道）、農業集落排水施設、合併処

理浄化槽の各事業により、整備手法を選定しながら事業を実施してきました。 

一方、国は、汚水処理施設の未整備区域について、一刻も早い汚水処理施設の概成

と既整備区域における増大したストックの老朽化対策など、より効率的な汚水処理施

設の整備・運営管理について計画的に実施していくために、汚水処理を所管する３省

が連携し、「効率的な汚水処理施設整備のための都道府県構想策定マニュアル（以下、

構想マニュアルという。）」を平成２６年１月に発刊し、既存構想の早急な見直しを求

めています。 

栃木県では、令和４年度中に既存構想の見直しと広域化・共同化計画の策定を図る

方針であり、本町でも汚水処理施設の未整備区域に対し、効率的な整備・運営管理を

計画的に実施していくため、「構想マニュアル」に準拠し、地域特性を踏まえ早期の

汚水処理施設の概成を見据えた新たな整備計画を作成する必要があります。 

 
２.目的 

汚水処理施設は、公共用水域の水質保全及び生活環境の向上に欠かすことのできな

い社会基盤施設であり、本町における現在の汚水処理人口普及率は約９２％となって

おり、県内では比較的高い水準を保っています。 

今後は、これまで整備された施設の改築更新や新規整備の投資など、様々な課題に

直面することが考えられるため、より効率的で効果的な汚水処理施設の整備・運営管

理について、適切な役割分担の下、事業を計画的に実施していくため、「新壬生町生

活排水処理構想」を策定するものです。 

 
３.目標年度 

現状の整備状況を勘案するとともに、栃木県生活排水処理構想と整合を図り、下記

の目標年度を設定しました。 

・アクションプラン（概成目標） 令和 ８年度（２０２６年度） 

・中間目標            令和１７年度（２０３５年度） 

・長期目標           令和３２年度（２０５０年度） 

 
４.見直しの方法 

未整備地区について、本町の過去の実績値等を基に、「構想マニュアル」に準拠し、

広域化・共同化計画を考慮するとともに、将来行政人口、検討単位区域を設定し、集

合処理区に接続する場合の経済性評価及び事業実施可能量による段階的整備計画に

ついて見直しを検討しました。 

 
 
 
 
 
 
 



2 

５. 見直しの検討結果 

１）事業計画策定済み地区（六美町北部土地区画整理事業、下馬木） 

・国より示されている令和８年度までに整備概成９５％以上に向けて、引き続き集 

 合処理の整備を推進します。 

２）農業集落排水事業地区（旭町・星の宮） 

・令和元年度から整備に着手し、令和６年度より供用開始します。 

３）全体計画区域のうち、事業計画区域に隣接する地区 

・六美町北部・中央・南部地区は、地形・地質を考慮し、集合処理による整備とし 

ます。 

・原坪地区は、汚水幹線の整備完了区域であるため、集合処理による整備とします。 

・整備着手は、令和９年度以降となります。 

４）全体計画区域のうち、残整備地区（下町・上町・松原、本郷） 

・整備着手が令和１６年度以降となり、合併処理浄化槽を推進することにより汚水 

処理人口普及率向上に繋がるスケールメリットを勘案することができることから、 

集合処理から個別処理とします。 

５）目標実現に向けての施策 

・事業計画策定済み地区は、令和８年概成に向けて整備を推進し、合併処理浄化槽 

の補助は、くみ取り処理槽の転換についても宅内配管補助の対象とするほか、転 

換補助において撤去費補助を追加し推進を図ります。 

 

６. 生活排水処理構想のまとめ 

 下水道事業については、令和８年度短期整備目標に向けて、令和５年度からの４年

間で現在計画されている事業計画区域を積極的に推進し、令和１５年度までに事業計

画区域隣接地区の整備完了を目指します。 

 また、合併処理浄化槽については、一層の普及率向上に努めます。さらに、農業集

落排水事業については、公共下水道へ接続し効率化を図る検討を行っていきます。 

１）短期整備目標（令和８年度） 

 ・下水道事業計画区域の整備を行います。 

 ・個人が設置する合併処理浄化槽整備に対して補助を行い、整備推進を図ります。 

 ・生活排水処理人口普及率９５.０％を目指します。 

２）中期整備目標（令和１７年度） 

・下水道事業計画区域の整備を行い完了を目指します。 

 ・農業集落排水処理施設を公共下水道への接続について検討・整備を行います。 

 ・個人が設置する合併処理浄化槽整備に対して補助を行い、整備推進を図ります。 

 ・生活排水処理人口普及率９６.８％を目指します。 

３）長期整備目標（令和３２年度） 

 ・農業集落排水処理施設を公共下水道への接続について検討・整備を行います。 

 ・個人が設置する合併処理浄化槽整備に対して補助を行い、整備推進を図ります。 

 ・生活排水処理人口普及率９８.７％を目指します。 
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現況・目標年度の汚水処理施設の整備計画は、次の通りです。 

 
表１ 整備計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R3 R8 R17 R32
2021 2026 2035 2050
38,658 38,762 37,344 34,605

北部処理区 18,446 19,056 20,704 19,293
壬生処理区 9,471 9,864 10,584 11,868

5,154 5,696 2,844 499
2,447 2,208 2,030 2,482
35,518 36,824 36,162 34,142
91.9% 95.0% 96.8% 98.7%

汚水処理人口
汚水処理人口普及率

単位：人・％

項目

行政人口
公共
下水道
農業集落排水
合併処理浄化槽
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１）短期（～令和８年度）整備計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 検討単位区域と検討結果 
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２）中長期整備計画（広域化・共同化計画） 

・中長期の整備は、今後の人口減少を考慮し、施設の最適な形態での維持管理を行 

うものとし、「水処理センターの改築更新に併せたクリーンセンター機能施設統合 

検討」、「農業集落排水処理施設改築のタイミングを目途に公共下水道への接続検 

討」を推進します。 

・この方針は「栃木県生活排水処理構想」にも掲載します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 検討単位区域と検討結果 

 
 
 
 
 








